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1   

青
山
キ
ャ
ン
パ
ス  

イ
チ
ョ
ウ
並
木
の
歴
史

青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
正
門
か
ら
間

島
記
念
館
へ
と
続
く
、
青
山
学
院
を

象
徴
す
る
イ
チ
ョ
ウ
並
木
は
、
１
９

２
６
年
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

１
９
２
３
年
の
関
東
大
震
災
で
本
学

は
甚
大
な
被
害
を
蒙
っ
た
が
、
復
興

計
画
の
も
と
現
在
の
大
学
１
号
館
と

２
号
館
が
建
て
ら
れ
、
青
山
学
院
第

５
代
石
坂
正
信
院
長
の
案
に
よ
り
、

イ
チ
ョ
ウ
の
苗
木
も
植
え
ら
れ
た
。

苗
木
は
、
当
時
の
中
学
部
の
生
徒
た

ち
と
教
職
員
の
寄
付
に
よ
っ
て
買
い

入
れ
ら
れ
た
。

そ
の
後
の
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ

る
空
襲
で
、
イ
チ
ョ
ウ
並
木
も
被
害

を
受
け
た
が
、１
９
４
７
年
、中
学
部

の
父
兄
会
か
ら
の
援
助
に
よ
っ
て
緑

化
運
動
を
開
始
し
、
再
び
元
の
姿
へ

と
蘇
っ
た
。
戦
後
の
混
乱
期
に
あ
っ
て
も
、
自
然
と
調
和
し
た
学

び
の
場
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
教
職
員
や
保
護
者
の
思
い
が
、
再

生
に
結
実
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
今
も
な
お
、
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は

本
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
秋
に
は
鮮
や
か
に
色
づ
い
た
イ
チ
ョ

ウ
並
木
が
訪
問
者
を
迎
え
て
い
る
。

ま
た
、
青
山
学
院
創
立
１
０
０
周
年
に
あ
た
る
１
９
７
４
年
10

月
に
制
定
さ
れ
た
校
歌
の
一
番
の
歌
詞
に
も
、「
忘
れ
じ
緑
の
銀
杏

の
並
木
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
登
場
す
る
。
こ
れ
は
、
イ
チ
ョ
ウ

並
木
が
単
な
る
景
観
で
は
な
く
、
青
山
学
院
の
歴
史
と
精
神
を
象

徴
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

2   

大
学
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
銀
ニ
ャ
ン
」

２
０
１
２
年
に
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
銀
ニ
ャ
ン
」
が
誕
生
し
た
。

銀
杏
の
実
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
猫
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
学
生
た

ち
の
創
造
力
と
愛
校
心
が
形
と
な
っ
た
存
在
で
あ
る
。

ま
た
、「
銀
ニ
ャ
ン
フ
ェ
ス
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
本
学
の

学
生
が
中
心
と
な
り
、
学
生
ら
が
構
内
で
拾
っ
た
銀
杏
を
学
生
食

堂
や
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
飲
食
店
に
提
供
し
、
メ
ニ
ュ
ー
に

加
え
て
い
た
だ
く
と
い
う
活
動
も
行
っ
た
。
匂
い
な
ど
の
理
由
か

［青山学院大学］
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ら
敬
遠
さ
れ
て
い
た
銀
杏
を
地
産
地
消
の
食
材
と
し
て
と
ら
え
る

学
生
の
発
想
が
光
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
グ
ッ
ズ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
な
ど
も
制
作
さ
れ
、

学
内
外
で
人
気
を
集
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
青
山
学
院
創
立
１
５
０
周
年
を
記
念
し
て
、
２
０
２

４
年
に
は
こ
の
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
を
象
徴
す
る
イ
チ
ョ
ウ

の
葉
を
集
め
て
抽
出
し
た
染
液
を
使
い
、
今
治
産
の
タ
オ
ル
を
染

め
た
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
「
青
山
の
銀
杏
染
め
タ
オ
ル
ハ
ン
カ
チ
」

が
製
作
・
販
売
さ
れ
た
。
こ
の
記
念
グ
ッ
ズ
は
、
イ
チ
ョ
ウ
並
木

の
美
し
さ
と
歴
史
を
日
常
の
中
で
感
じ
ら
れ
る
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、

多
く
の
学
生
や
卒
業
生
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

3   

青
山
学
院
の
歴
史
と
精
神
を
体
現
す
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト 

た
く
さ
ん
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
植
え
ら
れ
た
本
学
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
は
、
現
在
も
学
生
た
ち
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
親

し
ま
れ
て
い
る
。
四
季
の
移
ろ
い
を
感
じ
な
が
ら
、
学
生
・
教
職

員
と
い
っ
た
本
学
の
構
成
員
と
校
舎
を
つ
な
ぐ
場
所
で
あ
り
、
青

山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心
地
、
学
生
た
ち
の
憩
い
の
場
所
で
あ
る
と

と
も
に
、
卒
業
生
に
と
っ
て
は
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
帰
郷
の
道
で

も
あ
る
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
は
、
単
な
る
景

観
と
し
て
で
な
く
、
青
山

学
院
の
歴
史
と
精
神
を
体

現
す
る
存
在
と
し
て
、
今

も
静
か
に
私
た
ち
に
語
り

か
け
て
い
る
。
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加盟校の幸福度ランキングアップ 《銀杏並木編》

  

1   

歴
史
と
経
緯

学
校
法
人
修
道
学
園
は
、
１
７
２

５
（
享
保
10
）
年
、
広
島
藩
五
代
藩

主
浅
野
吉
長
が
藩
校
「
講
学
所
」
を

開
設
し
た
こ
と
を
淵
源
と
し
、
今
年

で
創
始
３
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
原

子
爆
弾
の
壊
滅
的
被
害
か
ら
の
復
興

や
学
制
改
革
等
を
経
て
現
在
に
至
り
、

広
島
経
済
界
の
強
力
な
支
援
の
下
、

７
学
部
４
研
究
科
を
擁
す
る
広
島
修

道
大
学
、
修
道
中
学
・
高
等
学
校
及

び
広
島
修
道
大
学
ひ
ろ
し
ま
協
創
中

学
・
高
等
学
校
を
設
置
し
て
い
る
。

１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
、
広
島

修
道
大
学
は
広
島
市
中
心
部
（
観
音

キ
ャ
ン
パ
ス
）
か
ら
現
在
の
西
風
新

都
地
区
（
沼
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
へ
と

総
合
移
転
を
果
た
す
。
当
時
は
公
共

交
通
機
関
も
充
分
に
整
備
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
通
学
手
段
と
し
て
バ
ス
運
行
会
社
と
特
定
契
約

を
締
結
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
さ
せ
て
い
た
。

１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
、
本
学
に
隣
接
す
る
広
島
広
域
公
園

内
で
「
第
12
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
広
島
１
９
９
４
」
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
広
島
市
中
心
部
と
会
場

を
結
ぶ
新
交
通
シ
ス
テ
ム
「
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
」
が
開
通
し
た
。

そ
し
て
同
年
９
月
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
全
４
路
線
は
そ
の
役
目
を

終
了
し
た
。

2   

キ
ャ
ン
パ
ス
デ
ザ
イ
ン
の
先
駆
け

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
の
開
通
前
、
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
終
点
の

修
道
大
学
前
駅
舎
予
定
地
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
中
心
部
ま
で
の
全
長

約
３
５
０
ｍ
の
既
設
道
は
鬱
蒼
と
し
た
木
々
に
覆
わ
れ
た
幅
員
11

ｍ
の
車
道
で
、
徒
歩
に
よ
る
通
学
に
は
適
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
総
工
費
７
億
５
６
０
０
万
円
と
い
う
大
規
模
な
中
央
道

路
整
備
・
植
栽
工
事
が
計
画
さ
れ
た
。
既
設
道
を
７
～
８
ｍ
に
減

幅
し
、
新
た
に
８
ｍ
の
歩
道
を
造
成
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
け

て
歩
車
分
離
を
完
成
さ
せ
、
樹
高
12
～
14
ｍ
、
幹
周
１
～
1.4
ｍ
の

イ
チ
ョ
ウ
５2
本
を
歩
道
沿
い
に
２
列
に
配
し
イ
チ
ョ
ウ
並
木
と
し

た
。
周
辺
に
は
ク
ス
ノ
キ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
カ
シ
、
モ
ミ
ジ
な
ど
2７

［広島修道大学］

吉田 輝美　広島修道大学事務局長兼財務部長

紡ぐ繋ぐハーモニーロード
―個性が奏でる美しいハーモニー―

み
き
ま
わ
り

う
っ
そ
う
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種
類
の
中
高
木
約
８
０
０
本
を
植
え
、
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
、
西
洋

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど
の
低
木
、
モ
ス
フ
ロ
ッ
ク
ス
（
芝
桜
）・
マ
ツ
バ

ギ
ク
な
ど
の
地
被
類
を
広
範
囲
に
配
し
て
景
観
を
整
え
た
。
歩
道

は
「
備
前
焼
」
に
よ
る
特
殊
レ
ン
ガ
を
特
注
で
製
造
し
、
通
学
の

足
元
を
彩
っ
た
。
そ
れ
ま
で
無
頓
着
だ
っ
た
大
学
の
〝
表
玄
関
〟

に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

3   

ハ
ー
モ
ニ
ー
ロ
ー
ド

１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
10
月
28
日
、
正
門
か
ら
本
館
前
ま
で

続
く
イ
チ
ョ
ウ
並
木
の
中
央
道
路
が
完
成
し
、
沼
田
キ
ャ
ン
パ
ス

20
周
年
記
念
式
典
に
て
、
中
央
道
路
の
愛
称
を
「
ハ
ー
モ
ニ
ー

ロ
ー
ド
」
と
し
た
。
本
学
商
学
部
２
年
生
の
発
案
で
あ
り
、
沼
田

の
地
に
集
う
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
、
こ
れ
ら
の
個
性
が
奏
で
る
美
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
象
徴
と
し
て
名
付
け
ら
れ
た
。

本
学
の
建
学
の
精
神
は
、
古
典
の
一
つ
『
中
庸
』
の
「
天
命
之
謂

性
　
率
性
之
謂
道
　
修
道
之
謂
教
」
に
由
来
す
る
。
こ
れ
は
「
人
間

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
天
性
が
あ
る
。
天
性
を
伸
ば
す
の
が
人
間
の
道
で

あ
る
。
そ
の
道
を
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
に
整
え
る
の
が
教
育
で
あ

る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
学
生
一
人
一
人
の
個
性
を
育
ん
で
い
く

建
学
の
精
神
は
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ロ
ー
ド
に
も
息
付
い
て
い
る
。

4   

記
念
碑
と
季
節
の
移
ろ
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
ロ
ー
ド
に
は
、
様
々
な
記
念
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

本
館
前
に
故
田
中
好
一
理
事
長
胸
像
、
体
育
館
前
に
第
12
回
ア
ジ
ア

競
技
大
会
記
念
碑
及
び
ハ
ー
モ
ニ
ー
ロ
ー
ド
中
央
に
は
本
学
卒
業
生

で
あ
る
吉
田
拓
郎
氏
の
歌
碑
が
あ
る
。
ま
た
、
完
成
翌
年
に
は
広
島

市
「
ひ
ろ
し
ま
街
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
賞
」
の
緑
化
推
進
部
門
に
選
出

さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
特
筆
す
べ
き
は
、
イ
チ
ョ
ウ
並
木
、
そ
の
四
季
折
々
の

自
然
の
美
し
さ
で
あ
る
。
春
に
は
新
芽
が

活
き
活
き
と
芽
吹
き
新
学
期
の
始
ま
り
を

予
感
さ
せ
、
夏
に
は
直
射
日
光
を
木
漏
れ

日
に
和
ら
げ
て
一
瞬
の
涼
を
与
え
、
秋
に

は
天
も
地
も
黄
金
に
染
め
、
冬
に
は
深
々

と
し
た
白
銀
の
世
界
に
溶
け
込
ん
で
い
く
。

表
情
豊
か
に
変
化
す
る
イ

チ
ョ
ウ
並
木
は
、
幾
年
も
巡

り
ゆ
く
学
生
た
ち
の
姿
を
見

守
り
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

ハーモニーロードの銀杏並木

ち  

ひ 

る
い
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ス

20
周
年
記
念
式
典
に
て
、
中
央
道
路
の
愛
称
を
「
ハ
ー
モ
ニ
ー

ロ
ー
ド
」
と
し
た
。
本
学
商
学
部
２
年
生
の
発
案
で
あ
り
、
沼
田

の
地
に
集
う
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
、
こ
れ
ら
の
個
性
が
奏
で
る
美
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
象
徴
と
し
て
名
付
け
ら
れ
た
。

本
学
の
建
学
の
精
神
は
、
古
典
の
一
つ
『
中
庸
』
の
「
天
命
之
謂

性
　
率
性
之
謂
道
　
修
道
之
謂
教
」
に
由
来
す
る
。
こ
れ
は
「
人
間

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
天
性
が
あ
る
。
天
性
を
伸
ば
す
の
が
人
間
の
道
で

あ
る
。
そ
の
道
を
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
に
整
え
る
の
が
教
育
で
あ

る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
学
生
一
人
一
人
の
個
性
を
育
ん
で
い
く

建
学
の
精
神
は
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ロ
ー
ド
に
も
息
付
い
て
い
る
。

4   

記
念
碑
と
季
節
の
移
ろ
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
ロ
ー
ド
に
は
、
様
々
な
記
念
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

本
館
前
に
故
田
中
好
一
理
事
長
胸
像
、
体
育
館
前
に
第
12
回
ア
ジ
ア

競
技
大
会
記
念
碑
及
び
ハ
ー
モ
ニ
ー
ロ
ー
ド
中
央
に
は
本
学
卒
業
生

で
あ
る
吉
田
拓
郎
氏
の
歌
碑
が
あ
る
。
ま
た
、
完
成
翌
年
に
は
広
島

市
「
ひ
ろ
し
ま
街
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
賞
」
の
緑
化
推
進
部
門
に
選
出

さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
特
筆
す
べ
き
は
、
イ
チ
ョ
ウ
並
木
、
そ
の
四
季
折
々
の

自
然
の
美
し
さ
で
あ
る
。
春
に
は
新
芽
が

活
き
活
き
と
芽
吹
き
新
学
期
の
始
ま
り
を

予
感
さ
せ
、
夏
に
は
直
射
日
光
を
木
漏
れ

日
に
和
ら
げ
て
一
瞬
の
涼
を
与
え
、
秋
に

は
天
も
地
も
黄
金
に
染
め
、
冬
に
は
深
々

と
し
た
白
銀
の
世
界
に
溶
け
込
ん
で
い
く
。

表
情
豊
か
に
変
化
す
る
イ

チ
ョ
ウ
並
木
は
、
幾
年
も
巡

り
ゆ
く
学
生
た
ち
の
姿
を
見

守
り
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

ハーモニーロードの銀杏並木

ち  

ひ 

る
い
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は
じ
め
に

本
学
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

正
門
か
ら
続
く
、
学
祖
の
雅
号
を
冠

し
た
雪
頂
講
堂
へ
と
向
か
う
銀
杏
並

木
が
あ
る
。
銀
杏
の
樹
々
は
、
春
に

は
新
緑
の
青
葉
が
瑞
々
し
さ
を
醸
し
、

夏
に
は
暑
さ
を
和
ら
ぐ
緑
陰
空
間
を

つ
く
り
、
秋
に
は
黄
金
色
の
彩
り
を

演
出
し
、
冬
は
陽
だ
ま
り
を
生
み
出

す
。
秋
は
、
黄
金
色
に
染
ま
っ
た
枝

木
の
葉
、
直
後
に
訪
れ
る
落
ち
葉
の

絨
毯
が
と
て
も
綺
麗
だ
。
ス
マ
ホ
で

撮
影
す
る
学
生
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ
、

微
笑
ま
し
く
思
う
。

1   

緑
豊
か
な
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス

と
銀
杏
並
木
の
経
緯

本
学
の
前
身
「
武
蔵
野
女
子
学

院
」
は
、
関
東
大
震
災
の
翌
年
１
９

２
４
年
に
、
築
地
本
願
寺
の
境
内
で
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
５
年

後
、
１
９
２
９
年
に
保
谷
村
（
現
・
西
東
京
市
新
町
）
に
移
転
し

た
。
こ
の
地
が
、
銀
杏
並
木
の
あ
る
本
学
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で

あ
る
。
今
は
立
派
な
樹
々
が
林
立
す
る
環
境
だ
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
案
内
板
に
は
、「
当
時
は
、
一
面
『
茅
萱
（
チ
ガ
ヤ
）』
の
原

野
で
あ
っ
た
そ
の
中
に
山
桑
が
二
本
だ
け
は
え
て
い
た
そ
う
で
あ

る
」
と
の
記
述
が
あ
る
。「
武
蔵
野
女
子
学
院
五
十
年
史
」（
１
９
７

４
年
編
）
に
は
、
２
代
学
院
長
・
鷹
谷
俊
之
先
生
の
回
想
録
が
あ

る
。
保
谷
移
転
前
の
１
９
２
６
年
、
築
地
か
ら
遠
足
を
し
て
、
黒

松
苗
２
５
０
０
本
を
植
え
た
こ
と
に
始
ま
り
、
創
立
10
周
年
の
１

９
３
４
年
、
医
師
・
富
永
置
三
氏
よ
り
藤
28
本
と
銀
杏
苗
31
本
が

寄
贈
さ
れ
、
銀
杏
は
道
の
両
側
に
植
え
た
と
紹
介
し
て
い
る
。
銀

杏
並
木
は
、
本
学
が
小
さ
な
苗
木
か
ら
育
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

2   

原
風
景
と
当
初
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
か
ら
並
木
道
を
振
り
返
る

キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
原
風
景
を
辿
っ
て
み
る
。
こ
の
地
は
、
八

代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
享
保
の
改
革
に
よ
り
、
１
７
２
４
年
か
ら
上

保
谷
新
田
と
し
て
開
発
（
１
７
３
６
年
に
検
地
）
さ
れ
た
歴
史
を

持
つ
。
キ
ャ
ン
パ
ス
南
東
の
正
門
は
、
五
日
市
街
道
と
玉
川
上
水

の
分
流
・
千
川
上
水
に
接
し
て
い
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
、
江
戸
の

［武蔵野大学］

伊藤 泰彦　武蔵野大学学生部長・工学部教授

苗木から育てた銀杏並木

せ
っ
ち
ょ
う

り
ょ
く
い
ん
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発
展
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
上
保
谷
新
田
は
、
五
日
市
街

道
沿
い
の
路
村
と
上
保
谷
村
の
散
居
村
の
特
徴
が
混
在
し
た
地
域

の
よ
う
で
、
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
境
界
に
位
置
し

て
い
る
（「
新
座
郡
上
保
谷
新
田
絵
図
」
１
８
６
９
年
９
月
、
小
平

市
立
図
書
館
所
蔵
）。
つ
ま
り
、
前
述
の
「
一
面
茅
萱
の
原
野
」
は
、

何
も
な
い
更
地
で
は
な
く
、
近
世
江
戸
の
生
活
を
支
え
る
水
利
と

生
業
を
礎
に
し
た
、
恵
み
の
土
地
な
の
で
あ
る
。

そ
の
地
を
得
た
本
学
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
未
来
像
を
当
時
ど
う

描
い
た
の
か
考
え
る
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
計
画
図
面
と
し
て
、

１
９
２
７
年
作
図
の
「
武
蔵
野
女
子
大
学
建
築
設
計
図
」
が
残
る
。

そ
の
図
に
は
、
設
計
者
に
菅
原
栄
蔵
、
顧
問
に
伊
東
忠
太
の
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
伊
東
忠
太
は
、
法
隆
寺
の
柱
の
む
く
り
を
古
代

ギ
リ
シ
ャ
の
エ
ン
タ
シ
ス
が
伝
播
し
た
も
の
と
唱
え
（「
法
隆
寺
建

築
論
」
１
８
９
３
年
）、
20
世
紀
初
め
に
世
界
一
周
の
建
築
視
察
旅

行
を
敢
行
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
・
西
洋
・
ア
ジ
ア
・
イ
ス
ラ
ム

な
ど
多
様
な
モ
チ
ー
フ
を
用
い
た
建
築
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
旧

真
宗
信
徒
生
命
保
険
株
式
会
社
本
館
（
現･

本
願
寺
伝
道
院
、
１

９
１
２
年
）、
旧
東
京
商
科
大
学
（
現
・
一
橋
大
学
）
兼
松
講
堂

（
１
９
２
７
年
）、
築
地
本
願
寺
（
１
９
３
４
年
）
な
ど
が
、
そ
の

例
で
あ
る
。
さ
て
、
先
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
図
だ
が
、
そ
の
ま
ま

に
は
実
現
し
て
い
な
い
。
計
画
の
特
徴
を
、
正
門
か
ら
北
西
へ
延

び
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
広
場
が
作
る
中
心
性
と
す
る
と
、
正
門
か
ら

講
堂
へ
と
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
を
貫
く
並
木
道
が
、
そ
の
特
徴
を
継

承
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
あ
ら
た
め
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
樹
々
を
眺
め
て
み
た
。
白

樫
・
す
だ
椎
・
小
楢
・
椋
木
・
桜
・
楓
・
榎
・
黒
松
・
赤
松
・
大

王
松
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
・
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
・
ド
イ
ツ
唐
桧
・
青
桐
・

鈴
懸
の
木
・
ユ
ー
カ
リ
・
楠
・
菩
提
樹
・
泰
山
木
・
椿
・
金
木
犀

な
ど
多
種
多
様
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
緑
は
、
屋
敷
林
・
雑
木
林
と

い
っ
た
武
蔵
野
の
原
風
景
、
伊
東
忠
太
的
な
植
栽
の
異
文
化
混
淆
、

建
学
の
精
神
の
縮
図
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
銀
杏
並
木
は
、

多
様
な
立
場
や
願
い
を
繋
ぎ
と
め
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
基
軸
と
い
え

よ
う
。
本
学
は
、
昨
年
度
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
。
銀
杏
の

根
回
り
の
整
備
な

ど
を
施
し
な
が
ら
、

こ
の
銀
杏
の
並
木

が
次
の
１
０
０
年

に
向
け
て
保
全
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

紅葉の銀杏並木

こ
ん
こ
う

し
ら

だ
い

か
し

お
う
し
ょ
う

じ
い

こ 

な
ら

と
う 

ひ

す
ず
か
け

あ
お
ぎ
り

む
く
の
き

た
い
さ
ん
ぼ
く
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発
展
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
上
保
谷
新
田
は
、
五
日
市
街

道
沿
い
の
路
村
と
上
保
谷
村
の
散
居
村
の
特
徴
が
混
在
し
た
地
域

の
よ
う
で
、
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
境
界
に
位
置
し

て
い
る
（「
新
座
郡
上
保
谷
新
田
絵
図
」
１
８
６
９
年
９
月
、
小
平

市
立
図
書
館
所
蔵
）。
つ
ま
り
、
前
述
の
「
一
面
茅
萱
の
原
野
」
は
、

何
も
な
い
更
地
で
は
な
く
、
近
世
江
戸
の
生
活
を
支
え
る
水
利
と

生
業
を
礎
に
し
た
、
恵
み
の
土
地
な
の
で
あ
る
。

そ
の
地
を
得
た
本
学
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
未
来
像
を
当
時
ど
う

描
い
た
の
か
考
え
る
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
計
画
図
面
と
し
て
、

１
９
２
７
年
作
図
の
「
武
蔵
野
女
子
大
学
建
築
設
計
図
」
が
残
る
。

そ
の
図
に
は
、
設
計
者
に
菅
原
栄
蔵
、
顧
問
に
伊
東
忠
太
の
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
伊
東
忠
太
は
、
法
隆
寺
の
柱
の
む
く
り
を
古
代

ギ
リ
シ
ャ
の
エ
ン
タ
シ
ス
が
伝
播
し
た
も
の
と
唱
え
（「
法
隆
寺
建

築
論
」
１
８
９
３
年
）、
20
世
紀
初
め
に
世
界
一
周
の
建
築
視
察
旅

行
を
敢
行
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
・
西
洋
・
ア
ジ
ア
・
イ
ス
ラ
ム

な
ど
多
様
な
モ
チ
ー
フ
を
用
い
た
建
築
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
旧

真
宗
信
徒
生
命
保
険
株
式
会
社
本
館
（
現･

本
願
寺
伝
道
院
、
１

９
１
２
年
）、
旧
東
京
商
科
大
学
（
現
・
一
橋
大
学
）
兼
松
講
堂

（
１
９
２
７
年
）、
築
地
本
願
寺
（
１
９
３
４
年
）
な
ど
が
、
そ
の

例
で
あ
る
。
さ
て
、
先
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
図
だ
が
、
そ
の
ま
ま

に
は
実
現
し
て
い
な
い
。
計
画
の
特
徴
を
、
正
門
か
ら
北
西
へ
延

び
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
広
場
が
作
る
中
心
性
と
す
る
と
、
正
門
か
ら

講
堂
へ
と
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
を
貫
く
並
木
道
が
、
そ
の
特
徴
を
継

承
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
あ
ら
た
め
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
樹
々
を
眺
め
て
み
た
。
白

樫
・
す
だ
椎
・
小
楢
・
椋
木
・
桜
・
楓
・
榎
・
黒
松
・
赤
松
・
大

王
松
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
・
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
・
ド
イ
ツ
唐
桧
・
青
桐
・

鈴
懸
の
木
・
ユ
ー
カ
リ
・
楠
・
菩
提
樹
・
泰
山
木
・
椿
・
金
木
犀

な
ど
多
種
多
様
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
緑
は
、
屋
敷
林
・
雑
木
林
と

い
っ
た
武
蔵
野
の
原
風
景
、
伊
東
忠
太
的
な
植
栽
の
異
文
化
混
淆
、

建
学
の
精
神
の
縮
図
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
銀
杏
並
木
は
、

多
様
な
立
場
や
願
い
を
繋
ぎ
と
め
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
基
軸
と
い
え

よ
う
。
本
学
は
、
昨
年
度
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
。
銀
杏
の

根
回
り
の
整
備
な

ど
を
施
し
な
が
ら
、

こ
の
銀
杏
の
並
木

が
次
の
１
０
０
年

に
向
け
て
保
全
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

紅葉の銀杏並木

こ
ん
こ
う

し
ら

だ
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し
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う
し
ょ
う

じ
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ら
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す
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け

あ
お
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り
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の
き
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い
さ
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